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３月31日現在の状況をお知らせします －予算執行状況－

―水道料金はこう使われています―
　市は、安全な水道水の安定供給を図るため、皆さんが納入する水
道料金などを財源として、毎年度、水道施設の整備を行っています。
　今号では、平成26年度下半期の予算執行状況などについてお知ら
せします。

問い合わせ　水道グループ（☎85５５０１）

［収益的収支］※１
　収入は、水道料金収入が主で、執
行率は97.8㌫となっています。一方、
支出は、浄水場や配水管の維持管理
費などにより執行率は94.6㌫となっ
ています。

※１　収益的収支とは？
　年度内に発生すると見込まれる
全ての収益とそれに対応する全て
の費用のこと

［資本的収支］※２
　収入は、予算の大部分が借入金な
どで、執行率は66.7㌫となっていま
す。一方、支出は、配水管の整備事
業や水道メーターの購入、借入金の
償還などにより執行率は87.7㌫とな
っています。
　なお、登別温泉浄水場導水管災害
復旧事業を翌年度に繰り越したこと
により、執行率が例年よりも低くな
っています。

※２　資本的収支とは？
　施設の整備や企業債の償還元金
などの支出、これに要する資金と
しての企業債収入などのこと
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▲市の水源の１つである来馬川
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　市は、安定的に水道水をお届けするため、管路の更新や耐震化
などの整備を行っています。企業債は、これらの建設改良に伴う
資金が必要なとき、その財源として発行を認められるものです。
　平成26年度は、１億1,150万円の企業債を発行しました。また、
これまでに借り入れた企業債の元金２億6,424万円と利子9,640
万円、合計３億6,064万円を支払いました。

平成26年度は１憶1,150万円の
企業債を発行 －企業債の状況－

　平成26年度末の行政区域内人口５万255人に対し、給水人
口が４万9,504人で、水道普及率が98.51㌫となり、市内の
ほとんどの家庭に水道水を供給していることになります。
　水道の使用区分は、家事用・家事用以外・公衆浴場用・臨
時用と４つの用途に分かれています。
　家事用は、給水戸数が前年度に比べ増加していますが、給
水量は前年度に比べ減少しました。家事用以外は、給水戸数、
給水量ともに減少傾向が続いています。給水量の推移として
は、増加している年度もありますが、全体的には家事用、家
事用以外ともに減少している傾向にあります。

給水量は減少傾向
－給水量と給水戸数の状況－
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